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第９ラウンド 
 
 

Bd: 1 NORTH 

DLR: N  76 

VUL: None  Q109832 

 K107 

 Q6 

WEST EAST 

 KQ84  AJ532 

 4  KJ7 

 QJ43  A9 

 K842  J73 

SOUTH 

 109 

 A65 

 8652 

 A1095 

最終ラウンド。一般的なコントラクトは４ であり、ビッドした９ペアの内６ペアがメイ

クした。おそらくダイアモンドをフィネスしたと思われるが、メイクの方法は他にもあ
る。Ｓが Ｋと Ｑ、Ｎが Ａを持っている場合は、ディクレアラーは Ａを先に

取ってからダイアモンドをプレイしなければならない。Ｓがダックする時は赤いスート
をエリミネートし、マイナースートでルーザー・オン・ルーザーのプレイを選ぶか、も
しくはクラブをプレイして双方のハンドでダックをする。 
 
宮国が４ をダウンした経過はわからない。サクールは西田の４ に対して ９

をリード（アスビの２ オープンに対してＷがスプリンターを使ったのでハートはあ

きらめた）、パートナーが３巡目のクラブをラフすることができた。ラスートはトランプ
リードをダミーで勝ち、ハートをリードしてＪがＡに負けた。内藤がクラブのローカー
ドにシフトし、ラスートはこれをダックしたためにダウンした。 
 
４ 以外のコントラクトをプレイしたのはまたまた日本ユース（高山・小林）。中国

（シ・リウ）との対戦で５ ダブルをプレイした。高山は５トリックしか取れず、マイナ

ス１４００の失点。一方のテーブルで加来・水田が４ をメイクしていたのが救い

か。 

 
 

Bd: 15 NORTH 

DLR: S  87 

VUL: N/S  87 

 K10873 

 AK104 

WEST EAST 

 AK6532  10 

 2  1064 

 5  AQJ964 

 86532  QJ7 

SOUTH 

 QJ94 

 AKQJ953 

 2 

 9 

プレイが終了するまで気づかないかもしれないが、ＮＳのベストコントラクトは３ＮＴ
である。高山・小林はプラス６００を獲得して１番ボードの失点を取り返した。若年か
ら熟年へと成長する過程で大きな数字を狙いたくなる気持ちはわかるものの、裏で
水田・加来がプレイした４ ダブル、マイナス１１００は理解に苦しむ。日本ユース

は１１IMPの失点。 
 
アームストロング・ハケットも重要な対久富戦で３NT（プラス６３０）をメイクしたが
（山田チームの花山・平田、台湾のウー・タイもメイク）、裏ではハケット兄弟がス
ペードを３回プレイしなかったためにＥがオーバーラフできず、４ をメイクさせた。 
 
４ をダウンさせたのは山田・高橋とマノッポ・ラスートの２ペアだけであった。他の

ＮＳは４ ダブルをディフェンスし、井野・今倉がプラス８００、サクール・アスビがプ

ラス５００を得点した。 
 

 
 

Bd: 16 NORTH 

DLR: W  10843 

VUL: E/W  J107 

 85 

 7542 

WEST EAST 

 AQ975  K62 

 AQ8  K9543 

 J7  K10 

 AJ8  KQ3 

SOUTH 

 J 

 62 

 AQ96432 

 1096 

薄いスラムをプレイしたいなら６ を選ぶべきである。同じメジャーでもルーザーが

なく、Ｅの Ｋを守ることができる（Ｓがダイアモンド以外のリードをした時はスペー

ドをエスタブリッシュしてダイアモンドをディスカードする）。 
 
加来・水田は１５番ボードの失点を挽回すべく（これも若さの特権）６ をビッドして

メイク、プラス１４３０を獲得して１３IMPの取りとなった。裏のシ・リウは３ＮＴ止まり
（ディクレアラーは当然Ｅ）。 
 
正しいスートを選択することの重要さは台湾対ゲラーチームの結果からも見てとる
ことができる。山田・高橋のスコアは６ 、プラス１４３０であったが、ウー・タイは

５ 、マイナス１００であった。これが決め手となり、ゲラーチームは貴重な１７IMP

を獲得して１８-１２と台湾を下した。 
 
成功を規準とするならば、日本ウィメンズチームの西田・内藤もインドネシアのラ
スート・マノッポにビッド勝ち、前者は６ 、後者は４ 止まりであった。 
 
山田対中村チームの対戦は様相が異なった。宮国・中村は６ＮＴをビッド。６ＮＴは
６ がダウンする時にメイクの可能性が大きいスラムである。しかし、今倉が Ａ

をリードせず１ダウン、裏の花山・平田が５ で止まっていたために１３IMPの失点

となり、山田チームが１９-１１の勝利を収めた。 

イギリス対久富チームのＥＷペアは共に６ をビッドし、堂々のプッシュ。 
 

 
 
 

 

東洋のヤンキーたち－台湾対インドネシア 
 
 

第１クオーター 
 
 

ラウンドロビン戦の結果から、台湾はインドネシアに５.６IMP差をつけて準決勝ははじまった。 
 
１番ボードは台湾（タイ・ウー）のナチュラル・システムの勝利、インドネシア（サクール・アスビ）のポーリッシュ・クラブ・システムはビッドのレベルを上げす
ぎる結果となった。 

Bd: 1 NORTH 

DLR: N  AKQ942 

VUL: None  AK8 

 QJ4 

 4 

WEST EAST 

 8753  106 

 ---  J107642 

 A8752  K3 

 AK102  Q75 

SOUTH 

 J 

 Q953 

 1096 

 J9863 

Open Room

Shen Asbi Kuo Sacul 

WEST NORTH EAST SOUTH

1 (F1) Pass 1  (1) 

Pass 2 (2) Pass 2NT

Pass 3NT All Pass

(1) NEG, usually 
Closed Room

Manoppo Tai Lasut CH Wu 

WEST NORTH EAST SOUTH

Pass 1  All Pass

 
クローズドルームではＥが Ｋをリード。Ｗのディスカレッジ・シグナルを見てハート

にシフト、ハートラフ。 Ａ、ダイアモンドラフ、ハートラフと続いてクラブをプレイした

がそこまで。プラス８０はなかなかのスコアである。オープンルームのＳの３ＮＴはメ
イクの可能性があるものの、ダイアモンドリードにＱ、ＥがＫを勝つ。ダミーの強いハ
ンドが見えているのでクラブにスイッチし、ディフェンダーがクラブの４トリックとダイ
アモンドの２トリックを勝って２ダウン。台湾チームが５IMPの勝ち。 

Bd: 7 NORTH 

DLR: S  Q864 

VUL: Both  QJ873 

 AQ 

 J4 

WEST EAST 

 A753  1092 

 K42  A95 

 53  KJ62 

 A1075  983 

SOUTH 

 KJ 

 106 

 109874 

 KQ62 

７番ボードでは、双方のＳが１ＮＴをプレイし、スィングとなった。 
 
オープンルームではＷがクラブをリードして１ＮＴをダウンさせたが、クローズドルー
ムではＷがスペードをリードして２メイク。台湾が６IMPを獲得して１９-１とリードを
広げる。 
 
 
 
 
 
次のボード、クローズドルームではラスート・マノッポは６ をビッド、オープンルー

ムのシェン・クオは４ で止まったため、点差が狭まる。 
 
 
 

 
 
 

Bd: 8 NORTH 

DLR: W  A5 

VUL: None  J85 

 J1082 

 9843 

WEST EAST 

 KQJ84  932 

 A  Q1062 

 AQ93  K6 

 K102  AQ65 

SOUTH 

 1076 

 K9743 

 754 

 J7 

６ はレイダウンではないが、ディクレアラーはリードで１トリック「貰う」時を除き、

プレイの方針はいくつか考えられる。 
最も面白いのはＮが最初のトランプをダックする場合である。この配置であれば
ディクレアラーはトランプを続けると安全にダイアモンドをラフすることができるが、
Ａの３枚トランプを持っているディフェンダーがいる時はトランプを出されてダイアモ
ンドラフを阻まれる。 
このハンドではトランプを２回狩る前にダイアモンドをラフするとダウンする。Ｎに

Ａで入った時に４枚目のダイヤモンドを出されてＳに 10でオーバーラフされてしま

うからである。 
ダイアモンドラフを考えない方針なら 10でフィネスをしてＮをマイナースートのス

クィーズにかけるか、ハートのスレットを移してＮを３つのスートでスクィーズにかけ
るプレイが考えられる。 
実際には Ｊのリードでメイクしたインドネシアが１１IMPを取り、成績は１２-１９と

なった。 
 
 
 
 
第１セッションにおける大きなスィングはもう１ボードあった。タイ・ウーがバルネラブ
ルで簡単なゲームを逃し、アスビ・サクールはゲーム・ビッド。１６ディールが終了し
た時点でインドネシアが２９-２１とリードした。 

 
 
 

第２クオーター 
 
 

Bd: 17 NORTH 

DLR: S  Q72 

VUL: E/W  A10743 

 J1062 

 3 

WEST EAST 

 AK10654  3 

 K  QJ86 

 43  A5 

 K1098  QJ7654 

SOUTH 

 J98 

 952 

 KQ987 

 A2 

台湾（タイ・ウー）は３ 止まり。インドネシア（コキッシュ・コルカー）はあまり問題も

なくゲームをビッドしてインドネシアが６IMPを獲得。３５-２１。  
 
 
 
 
 
 

 
 

Bd: 18 NORTH 

DLR: E  Q86 

VUL: N/S  42 

 AK86 

 AK74 

WEST EAST 

 10972  K3 

 KQ965  A1083 

 7  1094 

 QJ2  9653 

SOUTH 

 AJ54 

 J7 

 QJ532 

 108 

Open Room

SR Wu Lasut Tai Manoppo 

WEST NORTH EAST SOUTH

Pass Pass 

Pass 1NT Pass 2  

Pass 2  Pass 3NT 

All Pass

 
Closed Room

Kokish CH Wu Colker Kuo 

WEST NORTH EAST SOUTH

Pass Pass 

2  DBL 3  3  

Pass 4  5  Pass 

Pass DBL All Pass

インドネシアはいろいろな意味で悲惨な結果を迎えるところだった。ラスートの３NTに対し、ハートをリードすると一巻の終わりだったが、タイは Ｋをリー

ド、結果はマイナス１００ではなくプラス６３０となった。クローズドルームに関しては編集者一同の間でも大いに意見が異なる。変則的なウィーク・ツー・
オープンとプリエンプティブ・レイズがＮＳをゲームまで押し上げたが、ＮＳの４ は正しくハートを３回続けるとダウンする。Ｅはオポーネントのコントラクト

が正しいことを前提に、Ｗの６枚スートを期待して５ までビッド、ダブルがかかった。ディフェンダーはクラブのラフをみつけられず、結果は３ダウンでマ

イナス５００。勝利とは呼べないものの、インドネシアが幸運な４IMPを獲得して、３９－２１。 

 
 

Bd: 19 NORTH 

DLR: S  AK 

VUL: E/W  2 

 K8743 

 J9764 

WEST EAST 

 Q64  J5 

 J764  KQ10953 

 Q96  A2 

 1082  Q53 

SOUTH 

 1098732 

 A8 

 J105 

 AK 

クオ・ウーは３ で止まり、セイフティ・プレイを選んで３メイク、プラス１４０。ラスー

ト・マノッポは懸賞金がより高い４ をビッド。プレイの主な方針は２通り考えられ

る。ダイアモンドのルーザーを１トリックに抑えるか、クラブの３-３に賭けるかである
（ハートリードを勝ち、 Ａ、Ｋをキャッシュしてトランプでダミーに渡る。クラブをラフ

してからトランプで渡り、クラブで ８をディスカード。ルーザーはダイアモンドの２ト

リックとトランプの１トリック）。しかし、マノッポは方針を間違えてダウン、台湾は７
IMPを失う代わりに５IMPを獲得、２６-３９と追い上げる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ブリッジの神様は確かに存在する。「ザ・グレイト・シャフラー（The Great Shuffler)」という名の神様である。この神様は気が向いた時に自分の存在を信
者に知らせる性癖があるようだ。コキッシュは彼の信者である。ＮＥＣ杯で２度までも Ａシングルトン、 Ｑの４枚、マイナー５-３の１４HCPというハンド

を持った。コキッシュはリビッドに困るので２度ともウィーク１ＮＴでオープンし、どちらの場合もパートナーがハートにトランスファー、オポーネントからス
ペードのオーバーコールが入った。どちらも４ までビッドしたところ、パートナーは ＡＫの５枚を持っており、難なくゲームをメイクした。神様は風変わ

りなウィーク・ノートランプ・オープンをそれとなく支持しているのか、それとも信ずる者にふらりと彼流の挨拶をしに来たのだろうか。 
 
あなたが神様を信じるどうかは別だが、この話は覚えておいてほしい。何せＮＥＣフェスティバルはまだ３日も残っている！  
 
神様の話題になったところで。 

 

Bd: 21 NORTH 

DLR: N  J4 

VUL: N/S  A1052 

 K75 

 K963 

WEST EAST 

 A10  9632 

 K87  J 

 AQ6  J1098432 

 J10754  A 

SOUTH 

 KQ875 

 Q9643 

 --- 

 Q82 

Open Room

SR Wu Lasut Tai Manoppo 

WEST NORTH EAST SOUTH

3  All Pass

 
Closed Room

Kokish CH Wu Colker Kuo 

WEST NORTH EAST SOUTH

3  DBL 

3NT DBL Pass 4  

5  5  All Pass

 
 

マノッポが３ オープンに対して行動を起こさなかったことを責めるのは酷である。スコ

アはマイナス１３０というまずい結果にはなったが。

クオの勇気あるダブルを誉めるべきである。ダブルがかかってからのオークションはにわかに活気づき、ウーは５ ダブルを却下して５ をプレイすることを

選んだ。パートナーのハンドがもう少し良いことを期待したようだが、クオが本当に良いハンドを持っている時は３ＮＴダブルをパスするか、あるいは４ とすぐ

にオーバーコールをしていたはずである。 
 
コルカーが Ａをリードし、スペードにシフトしていれば話は簡単だったが、彼はダイアモンドをリードした。ウーはこれをラフした後、天と神とに相談し、ダミー

から Ｑをプレイした！デイリー・ブリテンの読者は、ラウンドロビン戦でタイが同じトランプのコンビネーションを持ち（トランプもハートで対戦も同じくインドネ

シア）、やはり Ｑを引いたプレイを思い出したかもしれない。彼もまたＪシングルトンをたたき落としたのである。そろそろ神様の存在を信じたくなる頃ではな

いか。ウーは Ｑがホールドするとスペードをプレイ。Ｗは２回目にＡを勝ち、クラブのローカードにシフトしたが、実際にはトランプにシフトした方が良い。その

後はウーにとって楽な展開となり（最もここまで来ればコントラクトはメイクすると誰もが考えた）、プラス６５０で台湾に１３IMP。  
 
 
２３番ボードで台湾は再びリードを奪った。 

 
 

Bd: 23 NORTH 

DLR: S  9843 

VUL: Both  Q863 

 AKJ4 

 K 

WEST EAST 

 AK105  QJ7 

 AJ1094  52 

 96  Q2 

 A10  875432 

SOUTH 

 62 

 K7 

 108753 

 QJ96 

Open Room

SR Wu Lasut Tai Manoppo 

WEST NORTH EAST SOUTH

Pass 

1  All Pass

 
Closed Room

Kokish CH Wu Colker Kuo 

WEST NORTH EAST SOUTH

Pass 

1  Pass 1NT Pass 

2  Pass 3  Pass 

3NT All Pass

 

１ は３ＮＴより何十倍も優れたコントラクトであり、台湾はクローズドルームでプラス２

００、オープンルームでプラス１４０を獲得して８IMPを取った。４７-４０、ついに逆転。 

 
 

２６番ボードではクオが次のハンドを持って的確な判断を下した。 

KQ102 Q1064 A10 J102

双方バルでＲＨＯがウィーク２ とオープン。テイクアウトダブルをかけ、次に自分の番が回って来た時は４ となっている。パートナーがダブルをかけ

ているが、取り決めではレスポンシブ・ダブルは３ までとなっており、パートナーのダブルは「カード」を意味する。クオはパスを選択し、その判断が正し

かったことが判明する。 

Bd: 6 NORTH 

DLR: E  6543 

VUL: E/W  J987 

 8 

 AKQ8 

WEST EAST 

 A987  J 

 K5  A32 

 K764  QJ9532 

 975  643 

SOUTH 

 KQ102

 Q1064 

 A10 

 J102 

４ ダブルは１ダウン、マイナス２００。一方のテーブルではラスート・マノッポが平

和に２ をプレイし、プラス１４０。台湾に２IMP、４９-４１。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Bd: 27 NORTH 

DLR: S  KJ983 

VUL: None  953 

 AK2 

 108 

WEST EAST 

 764  A105 

 A1074  QJ82 

 6  QJ74 

 AKJ52  73 

SOUTH 

 Q2 

 K6 

 109853 

 Q964 

 

Bd: 28 NORTH 

DLR: W  43 

VUL: N/S  K7 

 K103 

 A106543 

WEST EAST 

 Q10862  AK9 

 A42  983 

 AJ92  8654 

 J  Q82 

SOUTH 

 J75 

 QJ1065 

 Q7 

 K97 

双方ともＥＷの４ をプレイし、Ｎは Ａをリードしてからスペードにシフト。メイクの

方針は２つある。１つはすぐにクラブを開発することであり、クラブを１回ラフしてか
ら Ｑを流す。ダイアモンドをラフ、再度クラブを Ｊでラフ、 10でフィネスをして

トランプを狩る。Ｓが最初に Ｋをカバーしても関係はない。クローズドルームでは

クオが Ｑダブルトンでスペードをレイズしたために、 Ｑを頭にクラブを少なくとも

３枚持っていることがわかった。コキッシュはトランプを１回プレイし、クラブをフィネ
スしてプラス４２０。ウーはダウンしたのでインドネシアが10 IMPを取り、５１-４９と
再び逆転。  
 
 
 
 
 
 
しかし次のボードで台湾は再び逆転する。  
 
 
 
 
 
双方のＥＷが３のレベルまで競り合った。コキッシュ・コルカーはスペードでプレイ
し、ハート２トリック、ダイアモンド２トリック、クラブ１トリックを負けたが、タイ・ウーは
ダイアモンドでプレイし、 Ａと Ｋに負けた後はＳの参加を許さず、スペードで

ハートをディスカードしてプラス１１０。台湾が４IMPの取り、５３-５１。 
 
台湾は第２セッションを３３-２２で勝ち、前半戦が終了した時点の対戦成績は５４-
５１。キャリーオーバーが接戦を決めるのだろうか？ 
 
台湾対インドネシアの後半戦は明日のブレティンで結論を出すことにしよう。 
 
 
 
 

 
 
 

続く・・・ ここをクリック  

 
 

 

 

http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/blt0214.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/blt0214bj.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/bulletinj.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfestj.html
Owner
長方形


